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った製造上の問題のほか，このような高性能 FRCC を RC 構造に適用した場合の
力の伝達機構やひび割れ抑制の効果について，十分解明されてないことが挙げら
れる．  
そこで本研究では，高性能 FRCC を RC 構造に適用した場合の力学的特性を解
明することを目的とした．ここで着目するのは引張に対する力学的性能であり，





ータが鉄筋を有する HP F RM 部材の引張特性に与える影響を明らかにすることを
目的とした．  




高性能繊維補強モルタル（ HPFRM）を開発した．H PFRM は，高強度・高靱性・








ここで鋼繊維は統一し，基本的には繊維長 13mm，繊維径 0 .16mm のストレート










混入率の違い（ 0， 0.8， 1.6vo l .%）が，ひび割れ発生強度，最大引張強度，限界
ひび割れ幅に与える影響を把握した上で，Hoord i jk 式をベースとした HPFRM の
引張軟化曲線モデルを構築した．また，鋼繊維が同混入率であっても ，内部の鋼
繊維の配向の違いによって引張軟化特性が大きく変化した．そこで HPFRM 内の












では，部材のひび割れ発生荷重や降伏荷重が低下し， HPFRM の平均応力で 0 .8









1 .6vo l .%）を変えることで，それらの組合せが曲げ剛性や曲げ耐力に与える効果
を把握することができた．  
第 5 章では， HPFRM の平均応力－平均ひずみ関係（テンションスティフニン
グ）のモデル化を目的とした．このモデル化は重要な意義をもつ．なぜなら適切
なテンションスティフニングが把握できれば， それを非線形有限要素解析に導入
することで， HPFRM を適用した各種 RC 部材の構造性能を正しく評価できるか
らである．そこで，コンクリート特有のひび割れ進展の現象を直接的に解析で扱
うことができる剛体バネモデル（ RBSM）によって，両引き試験のシミュレーシ
ョ ン を 行 っ た ．こ の RBSM で は ， HPFRM の 引 張 構成 則 に 第 3 章で 構 築 した
HPFRM の引張軟化曲線モデルを導入することで，両引き試験で得た部材挙動（荷
重－変位関係やひび割れ性状）の再現を可能とした．また， RBSM によって異形
鉄 筋 平 均 応 力 － 平 均 ひ ず み 関 係 も 正 確 に 抽 出 で き た こ と か ら ， あ ら た め て
HPFRM のテンションスティフニングのモデル化を図った．結果として，Col l ins  
& Mitche l l らの提案式を改良するかたちで，鋼繊維の配向性を考慮できるテンシ
ョンスティフニングのモデルを構築した．このモデルを非線形 FEM 解析におけ
る引張側の材料構成則に導入して解析したところ，両引き試験や版曲げ試験など
HPFRM を適用した RC 部材の変形挙動を精度よく再現することができた．   
第 6 章では，HPFRM を適用した RC 部材のひび割れ幅算定式の構築を行った．
両引き試験から得られたひび割れ間隔の情報，またテンションスティフニング か
ら得られた HPFRM の平均応力の情報をもとに，鋼繊維の諸条件が考慮できる係





以上より，本研究の成果を総括する．本研究では， 汎用的な RC 構造に適用し
や す く か つ 構 造 合 理 化 が 期 待 で き る 材 料 と し て ， 高 性 能 繊 維 補 強 モ ル タ ル
（ HPFRM）を開発した．さらに，HPFRM の大きな力学性能である引張軟化曲線
を把握し，そのモデル化を行った．さらに鉄筋を有する HPFRM 部材の両引き試
験から， HPFRM の適用が RC 部材の変形やひび割れ幅を大きく低減することを
把握した．その効果は， RBSM によるシミュレーションからも明らかとなり，非
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